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   A 76-year-old woman presented with dull pain in left flank. Excretory urogram showed no 
function of left kidney. Retrograde pyelography, ultrasonography, computed tomography and 
magnetic resonance imaging demonstrated hydronephrosis of the left kidney and a mass lesion 
surrounding the ureter. The tumor was removed together with the upper region of the left ureter and 
kidney. The tumor was  5  X  3  X  2.5 cm in diameter and the pathological diagnosis was a 
leiomyosarcoma. Although recurrent umor arose in the pelvis at 14 months after the operation, the 
patient has been in good general condition without showing any other evidence of recurrent lesion. 
This case may indicate the importance of early resection of retroperitoneal leiomyosarcoma. 
                                             (Acta Urol. Jpn.  46: 615-617,2000)























施行 した,左 尿管は第4腰 椎上縁か ら約7cmに わ
たって狭窄像を認め,ま た,同部位から腎臓側にかけ
ては水腎水尿管 を呈 していた(Fig.1).腹部CTで
Fig. 1. Retrograde pyelography shows stenosis 
       at the middle of left ureter.
は一部造影 され る内部不均一 な直径4cmの 腫瘍 を認
め,腫 瘍 と左腸腰筋 との境界 は不明瞭 であった(Fig.
2).MRIでは水平断像 のT2強 調画像 においてCT
と同部位 に腸 腰筋 に比べhighintensityな腫 瘍 を認
め,一 部腸腰筋内への浸潤が疑 われた.前 額断像 にお
いて は腫 瘍 に よる左 尿 管 へ の圧 排像 が 認 め られ た
(Fig.3).以上 の所見 か ら後腹 膜腫瘍の診断で1997年




ぜ れ の一嘱 きデ 。











響 し 二 泌
Fig.3.MRIrevealedtumorsurroundingleft
ureter.
術 中所見:腫 瘍 は左 腎尿管移行部 よ り約7cm膀 胱
側 に尿管 を取 り巻 くように認 められ,一 部腸腰筋 内に
存在 していた.
肉眼所見:摘 出標 本は大 きさ5×3×2.5cmで表面
平滑,充 実性で弾性硬であ り淡黄色 を呈 していた.
病理組織 学的所見:HE染 色像 では腫瘍 はmitosis
を伴 う分化方 向不明 な紡垂形細胞 と平滑筋分化 を示す
腫瘍 細胞 が混在 し(Fig.4),免疫化 学染色 で は,α一
SMA(SigmaImmunoChemical),HHF35



















































とが多 い.治 療 に関 して は,vincristine,actinomy-
cinD,cyclophosphamideを用 い た レ ジ メ ンや,
CYVADIC療法(cydophosphamide,adriamycin,
vincristine,dacarbazineの併用)が 有効で あった と
する報告3)が散見 され るが,特 に有力 な化学療法 はな
く,早 期 における外科的完全摘 出が,ほ ぼ唯一 の根治
療 法で あ ると考 え られ てい る,後 腹膜腫 瘍 に関 して
Malerba4)らは,完 全切除 し得 た場合の5年 生存率 を
50～60%,完全切 除 し得 なか った場合の1年 生存率 を
20%として お り,Mcgrath5)らは,完 全 切除例 の5
年生存率 を70%,非完全切除例 の5年 生存率 を8%と
している.ま た,腫 瘍の肝転移 に関 して,肝 切除術 を
併用するこ とで,予 後の向上 を見た とする報告6)もあ
り,そ の手術 適応 は拡 大す る傾 向 にある と考 え られ
る.
後腹膜平滑筋肉腫 の予後につ いて は,報 告者 により
様 々で あ るがRanchodら7)は2年生 存 率 を16%,
Shmooklerら8)は5年生存率 を29%と報告 してお り予
後不良の疾患である.原 因 としては自覚症状 に乏 しく
早期発見が困難なこ と,腫 瘍細胞 の増殖能が高 く,早
期の段 階で血行性,リ ンパ行性 に転移 もしくは隣接臓
器 に浸潤す ることな どが挙 げ られ る.Daltonら9)は,
Retroperitonealsarcomastagingsystemio)にお ける
後腹膜腫瘍の予後を規定する因子 として,外 科的完全
切除の成否の他 にstageおよび,T因 子 な どを挙げて
いる.す なわち,stage2～3では5年 生存率 は50--
60%であるのに対 しstage4では20%,Tl--T2では
5年生存率60%に対 して,T3で は15%と腫瘍 の浸潤
度 と予 後 に密 接 な 関係 を認 めた と して い る.ま た
Wileら1Dは予後不 良の因子 として,腫 瘍 径5cm以
上でmitosisが400倍光顕上10視野に10個以上存在す
ることを挙げている.
自験例で は腫瘍 の筋層浸潤 を認 めてお りRetroperi-
tonealsarcomastagingsystemではT3,NO,MO
のstage4であった.ま た患者 が高齢であ ること,平
滑筋 肉腫 に特異 的に有効な化学療法 は現在 の ところ報
告 されてお らず,放 射線療法において も満足 い く効果
は得 られていないこ とな どか ら,術 後の補助療法 を施
行 して いない.
術後14カ月 目に左 小骨盤内に径6cmの 腫 瘍再 発 を
認 めたが その増大傾 向 は緩徐 であ り他 に再発 を認 め
ず,術 後29カ月 を経 た現在,患 者 のQOLは 非常 に
良好 に保たれ生存 中であ る.こ のことは,腫 瘍が原因
で招来 した水腎症 によ り腫瘍 サイズが5cmと い う小
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